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大きな宗族はごく少ない。   
一般に正常とされる死者は父系男子孫によっ  
て実施される諸儀礼を軽て魂は位牌祭祀の形を  








分は吉葬され祭祀される経過をたどったと考え  図1台湾客森村地域  
※民俗文化研究所代表  
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られる。   
舌葬墓はもともと個々にその風水にあった良い土地に造られたことから，山ケ所ではなくあ  





1．一次葬（安葬）   
諸儀礼を経て棺木に納められた死体は，埋葬地に行列を組んで向かう。棺木は宗親会（任意  
の同姓集団）の人々にかつがれる。埋葬はすべて地理師の指示に従い，葬儀をおこなった道士  






を供え，一同は拝々をする。供えた茄で玉子をみなで食べ，その殻を墓の上にまきちらす。   
埋葬が終了し，その後一年間は拝々することなく草が生えるにまかせ，死後の腐敗，骨化は  
すすむ。   
開音：叫年後の良い日，清明の前頃，最初の墓参りがおこなわれる。死者に関係する人々が  
あつまり，墓，土地神に供物を供え，金銀紙を焼き爆竹をならし，にぎやかに拝々する。以後  
この一次墓（安葬基〉 の拝々は許される。   
2．二次葬（検骨と音葬）と青葬墓   
① 検骨   
埋葬後，3年、7年位後，検骨を専門の検骨師に依頼する。親族は立ちあうのみである。検  
骨師は骨を掘り出し，きれいにふき，一定の順序で陶製の棄（金斗）に入れる。賓には姓名，  
輩などが記される。   




も大きな問題である。   
良い日，良い時を得た金斗は，地理師の指示にしたがって二次墓に納められ，これによって  
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骨髄となった死者は，正しく祖先として祭祀  













への期間はかなり短いことになる。   
従来の土葬による一次葬を経て書葬に至る過程は，死者の骨化，書葬墓の有無，祭祀者の経  
済状況問題など，陰祖として祭祀される年月は，霊魂の位牌祭祀（陽祖）に比してかなり長い  











1．霊魂と骨   









てこの正庁とは別の独立した宗嗣，視堂をもつのは少なく，T姓の場合も宗弼はない。   
① 陰視・嘉   
一次葬（安葬）のあと，死者の体は次第に骨化が進み，3～7年の後検骨され，金斗に納め  
られる。さらに地理師による良い日を待って膏葬墓（風水）に安置され，ようやく陰間の陰祖  
として子孫に拝々されることになる。   
このように，祖先には位牌に祀られる陽祖と，書葬墓にまつられる陰祖があり，それぞれが  
別々に祭示巳される。本稿で対象とするのは主として陰視に関しての考察である。   
2．墓   









まま打ち捨てられ，意味はなくなる。   
二次墓（吉葬基）は，もともと一人墓であったと思われる。これは主にその死者にふさわし  
い良い風水の地がえらばれた。A里の公共墓地をみると，一人墓の他，夫婦，家族などの書葬墓  
と最近非常に多くなった数百箇の金斗を納める阻塔がみられ，掃墓の際，拝々の対象となる。   
このように祖先祭祀の柑象となる骨骸は，一次墓（安葬）ではなく，二次墓（吉葬墓）であ  
る。代々の子孫によって祭祀される二次墓はその形態上も種々工夫がみられる立派なものであ  
る。   
この二次墓の形態を，平敷令治は6種分類して示している（平敷1989）それによると  
i墓亀型（図3徐1984）   
‖墓碑の背後を亀甲型に作る形式，安葬・吉葬のいずれにも用いられる伝統的な型式－tとする。  
ii塞庵型 iii家型   
墓碑の背後に墓亀があり，墓碑から墓庭にかけて吹き放しの庵が建てられている型式。   
或いは家状に建てられたもの。  
iv 郭型，Ⅴ饅頭型は複葬をおこなわない外省人に多いとされる型式で，Ⅵ塔型と共にこの例  
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図2 一次墓 相木が埋められた状態  
（徐1984）  
図3 吉葬茎（董亀型）の状況  
（徐1984）  
② 基の構造   
このように真の形は種々あるが，構造上からすれば，a，一人 b，夫婦 c，家族 d，多  
数墓などとあり，祖先祭祀に関する種々の考察が必要となる。   
一人基は勿論，家族墓にせよ，そこに納められている金斗の数はそれ程多くない。したがっ  





にもなっている。   
そのようなことも背景のひとつとして，近年，祖塔とよばれる巨大な合葬塞が，A里のある新  
竹県の他桃園県，常葉県などにつくられるようになった。   
祖塔は家族墓の域をこえ，来台以来の宗族の金斗を将来にわたって納めようとするもので，  
その金斗数は数百～数千，常にまで及ぶ。この阻塔の成立によって，宗族の骨骸の大部分・は，  



















写真2 公共墓地に林立する祖塔（徐1984）  
安置空間は存在できることになっ  
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ナ   ′ 束f摘とほミiき：  
．＿一・■■  
図4 T姓祖塔金斗の安置情況（1991年当時）  
▲男 ○女 数字世代   
3．祖塔の構造   
丁氏祖塔の形態，大きさなどはA里の一般墓地にも非常に多く見られるもので，これは他の公  
共墓地にも共通する。   
ところが，私有地の祖塔には数千から常に及ぶ金斗を収容する巨大なものがみられ，広い駐  
車場も大抵つくられている。（植松2006）   
B柑Z氏祖塔は2層建，1階は土葬部分，2階は火葬部分，総安置数6000。   
同じくB村A氏祖塔は，3層，土葬，火葬層にわかれ，総安置数12137とされている。   
何れも200年分の金斗安置が可能と計算されているという。   
Z氏，A氏共に農地改革以前は多くの田畑を有し，祖先祭祀のための共有田も有していた。現  
在それらは失われたが，粗塔建設に際しての拠出金，楽絹金の残金が以降の阻塔管理の費剛こ  
役立っている。   
阻塔での金斗安置は，世代，輩，生年月日，夫，妾などにより諷意され，Z氏，A氏の場合は，  
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土葬，火葬の別も考慮され安置場所を異にしている。土葬に比し火葬骨灰は量が少なく，金斗  
は小さいため安置場所がちいさくてすむからである。   
T氏祖堵の場合は，土葬，火葬の区別がなく状況によって決められた場所を適宜変更する。T  












（む 位牌   
1判‡訓t苗 r！、姓 3梗′帯  
′一－・－一一－一一一－－・・      」      －ヽ  T氏の場合，宗弼をもたずそれぞれの世帯が居住す  
る房屋の正庁祭壇に位牌が安置されている（図5）。T  
氏Cさんは，長大な小作人家屋の向かって右端3棟に，  




図5 小作人家屋の住み方（T氏）  
別住の生活をし，特別の祖先祭祀は共同  




いる（図6）。   
正庁祭壇上には，位牌のほか義民爺，竃君などの神霊も祀られていた。  
1981，農暦12月30日の儀礼は以下のようであった。表1参照。   
午前：C世帯のみでおこなわれた。対象は玉皇上帝（天公），大歳君，竃君，龍神，義民爺，  
門神，土地公など。   
午後：位牌，義民爺，儀礼には4世帯の代表が位牌，轟民爺のそれぞれに供物をそれぞれ供  
え拝々した。  





















にあたるのだったが供物はあげなかった。  図6 架台祖以後の祖先の記名   
夕方C世帯では香寵にごはん，おかずを供えて  
拝々した。床神にも拝々した。ごはんは一般に鬼に供えるものである。  
表1 農暦12月30日の儀礼  
1981年 農暦12月30日   
6：00 玉皇上帝の拝々・出入口臨時祭壇，C全員参加  
（玉皇上帝，門神，位牌，杜若，龍神，義民爺（旗））  
午         8：00 大歳君拝々 正庁祭壇虻君前，C全員参加   
前  朝食  
8：20 土地公廟拝々（土地公，天公）C代表1人が行く  
9：00 正后 五谷爺拝々（農神大帝），五谷廟，C任意1人が行く  
終って街のタンキーへ   
13；30 阻牌，義民爺拝々 正庁にABCDの代表1人ずつ参加，Cは杜若，香藍，  
祖牌，義民爺，仕君，香藍に祭品を，ABDは義民爺，位牌に祭晶を供える。  
午          17：20 香藍の拝々，死者（死後3年間）の拝々 C参加   
後   ごはん，おかず  
17：30 床神拝々，ベッドの足元，Cの代表1人が行う  
夕食  
22：30 閉門，24時すぎ出入禁止。   
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この日の拝々から以下のことがわかる。   
祭品は祈願者が神霊に贈与するものであり，そのご利益は祈願者に返される，直接互酬性の  
考えがみられる   
研一牢最後のこの位牌祭示引こA，B，C，Dの3世帯が参加した。婚出女性の姿はない。   
祖先にならない死者に対してのみ子孫であるC世帯によってごはんの供物が供えられた。   






② 真における祭祀（掃墓の様子）   
墓（吉葬墓）に対する掃真の状況は以下のようである。T氏一族の掃墓は，もと農暦1月20日  
と決められていた。吾葬墓はもともと一人墓で，各地に散在しており，担当した世帯が夫々の  
真に供物を供え拝々し，一同集まって祭示巳するということはむずかしかった。   
現在はA里にある公墓地に造られた祖塔での拝々となってから公暦3月最初の土曜日午前10時  
よりとなったu給料生活者が多くなり，住居は散在したが交通手段が容易になったこと，また  
多くは土曜日が休みであることから集まりやすい日時であった。   
人々はこの日，墓に集まり，草を刈り，掃除し，締麗に墓城をととのえ，拝庭に供物台を用  
意する。集まった人々は，線香をあげ，三牲を中心とする使物を供える。ごはんはない。供物  
表2 臨時供物台の様子  
C世帯   杜若   三牲（アヒル，豚肉，玉子）  
阻先   三牲（魚，豚肉，鶏）  
義民爺   三牲（豚肉，アヒル，玉子）  
香籠   もち，むしばん，みかん，線香，金紙，銀紙   
A世帯   祖先   三牲（魚，鶏，豚肉）  
義民爺   三牲（アヒル，豚肉，豆腐乾）銀紙   
B世帯   祖先   三牲（鶴，ソーセージ，豚足）  
義民爺   三牲（鶏，魚，豚肉）銀紙，バク什   
D世帯   祖先   三牲（鶉，魚，豚肉）  
義民爺   むしばん，銀紙，バク什   




































































られる気の媒体にすぎず，子孫によって墓は統劃される「受動的存在」とする。   
しかし事例からは祖先より得られる幸福は，供物を供えて祭祀する各世帯に与えられ，それ  
は位牌，墓の両者について相異はみられないように思われる。  
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凱 および演劇に関する故事伝説について，  
丹念な調査に基づき詳細に記述している。  
とくに，興味探かったのは，第2輯“戯班  







ている。  （古谷野洋子）  
20（泊年 福建人民出版社  
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